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フィードバックパラメタリゼーション
を用いた詳細なダウンスケールモデルの開発
と都市暑熱環境・集中豪雨適応策への応用

気候変動に関する対話シンポジウム－将来の安全・安心な社会をめざして－
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詳細且つシームレスな
ダウンスケールモデルの開発

モデル開発

研究目的（名古屋と多治見を対象）

① ヒートアイランド

② 異常高温（猛暑）

③ 集中豪雨

の要因分析・影響評価・
将来予測

モデル応用

具体的な適応・緩和策の検討

名古屋
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

モデル
開発

モデル
応用

H22-26年度（5ヶ年）計画

街区・建物解像LESモデルの開発

領域気候・気象モデルと街区・建物解像LESモデル

のシームレスな結合手法の開発
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超並列都市

 
気象LESモ

 
デルの開発

CMIP3データによるDS

領域気候・気象
モデルの改良

フィードバック
パラメタリゼーション

 
のデータベース作成 高精度な

初期条件・境界条件

都市高温化による人間健康の影響評価

冬季の疫学調査 夏季の疫学調査 夏季の疫学調査

既存のモデルを利用

集中豪雨の要因分析・影響評価・将来予測

多治見猛暑の要因分析・影響評価・将来予測

名古屋ヒートアイランドの
要因分析・影響評価・将来予測

CMIP5データによるDS

健康被害
マップの作成

将来シナリオ
の作成

①全球気候変化
②土地利用変化
③都市・街区・

建物形態変化
④人間活動変化
⑤エネルギー

システム変化

詳細な
ダウン
スケール
モデル
の開発

名古屋市・

 
多治見市へ

 
の評価ツー

 
ルの提供

ヒートアイ

 
ランド・猛

 
暑・集中豪

 
雨の将来予

 
測に対する

 
適応策・緩

 
和策の検討

都市構造・都市材料

 
の改善、雨水地下浸

 
透・蒸発散のエリア

 
マネジメントなど

震災を受けて
街区・建物単位の

きめ細やかな
省エネ計画も
最終目標の1つ



詳細なダウンスケールモデルの開発
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建物解像LESモデル

領域気象 － 都市 － 街区・建物

フィードバック
パラメタリゼーション

都市気象データベース
風向, 風速, 気温, 湿度, etc.

超高解像度LESモデル

シームレスな結合

領域気候・気象モデル



名古屋駅周辺の気流解析
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名古屋ヒートアイランドの将来予測①
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8月1ヶ月平均気温分布（高さ 2m）
（将来予測にはKimuraら(2007)の擬似温暖化手法を適用）

土地利用変化や都市形態

 変化などの将来シナリオ

 の導入が今後の課題

←

 

各時刻毎の1ヶ月平均

↑

1ヶ月全744時間平均

時刻

気
温
℃

2010年 2030年代 2050年代 2070年代

名古屋

名古屋



名古屋ヒートアイランドの将来予測②
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2010 → 2070年代
35℃以上が5.6倍

気温

 
[℃]

時
間
数

2030年以降
→ 毎日が熱帯夜

気温ヒストグラム（名古屋・高さ 2m）
（8月1ヶ月間の計744時間分）



海面水温に関する感度実験
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日本近海の黒潮の変化や海面水温の変化が地上気温に与える影響は大？

伊勢湾のみ2℃上昇 日本近海を含む全域で2℃上昇

℃ ℃

沿岸部で0.05～0.1℃の上昇 濃尾平野全体で1℃の上昇

午後2時 地上気温 午後2時 地上気温

2010年8月上旬 2010年8月上旬



多治見猛暑の観測①
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多治見アメダスと近隣公園の気温差
（2011年8月13日）

平均気温差：1.30℃
 

最大気温差：3.97℃

多治見アメダスの観測環境
（周囲に駐車場や幹線道路あり）



多治見猛暑の観測②

ラグランジュアン人間気象学計測システム

c⑥
③ ④ ⑤

①+②
⑧

⑩

⑨

⑦

データロガー 10

観測風景
① 気

 

温
②

 

相対湿度
③

 

黒グロープ温度
④

 

白グロープ温度
⑤

 

熱源入り白グロープ温度

⑥

 

皮膚温度
⑦

 

鼓膜温度
⑧ 脈

 

拍
⑨

 

(3軸)加速度
⑩

 

体感温度感覚（7段階）

気
象
因
子

生
理
因
子 + 発汗量

長波放射
短波放射
風速



集中豪雨解析

11

名古屋

2010年7月30日の豪雨を対象（空間解像度200m）

詳細な都市情報

→

 

修正粗度＋
原単位法に
より推定した
人工排熱

修正粗度のみ

→

 

名古屋の
３次元GIS
データに
より作成

通常

詳細な都市情報を入力すると降雨が風下側で強化 ＝ 東京と同様

ただし
実測降雨とそれほど整合しない



人間健康に関する疫学調査



 
調査対象

名古屋都市圏の20歳以上の成人男女550名
（年代・性別の計10セル、各55名）



 
調査期間

2011年8月2日（火）〜8月11日（木）（連続10日間）



 
調査項目



 
属性



 
室温・冷房器具の設定など



 
基礎的な健康状態
睡眠: ピッツバーグ睡眠質問票

日本語版（PSQI-J）
疲労: チャルダーの疲労尺度日本語版



 
毎日の健康状態
睡眠: 毎日の睡眠のための睡眠質問票

（PSQI-Jを改変）
疲労: チャルダーの疲労尺度日本語版
疲労2: パフォーマンスステータス
その他の暑熱障害: 独自の質問票

睡眠障害や疲労など公的

 統計では把握されていな

 い健康被害に関する調査
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